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(57)【要約】
　オストミーパウチ組立体（１）は、人のストーマから
物質を受けるための容器（２）と、この容器を人の身体
に固定するための取付け板（４）とを備えている。取付
け板は、人の皮膚に結合されるよう構成された外面と内
面とを有する第１の層（１０）を含む。中間層（１２）
は、前記第１の層（１０）の内面と前記容器（２）との
間に配置される。応力変位エレメント又は結合層（１６
）は、取付け板（４）を容器（２）に結合するために前
記中間層（１２）と前記容器（２）との間に配置される
。前記結合層（１６）と前記中間層（１２）との間の結
合固定領域は、第１の周縁部（２０）を有し、前記結合
層と前記容器との間の結合固定領域は前記第１の周縁部
（２０）の内側に配置された第２の周縁部（２６）を有
する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人のストーマから物質を受けるための容器と、
人の皮膚に結合されるよう構成された外面と内面とを有する第１の層と前記第１の層の内
面と前記容器との間に配置された中間層とを含み前記容器を人の身体に固定するための取
付け板と、
　前記中間層と前記容器との間に配置されて前記容器と前記中間層との両方に結合された
応力変位エレメントとを備え、
前記応力変位エレメントと前記中間層との間の結合固定領域は、第１の周縁部を有し、前
記応力変位エレメントと前記容器との間の結合固定領域は、前記第１の周縁部の内側に配
置された第２の周縁部を有する
オストミーパウチ組立体。
【請求項２】
　前記第１の層は、人の皮膚に接着されるよう構成された親水コロイド層である請求項１
に記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項３】
　前記中間層は、発泡材料である請求項１又は２に記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項４】
　前記中間層は、前記第１の層に結合されている請求項１乃至３のいずれかに記載のオス
トミーパウチ組立体。
【請求項５】
　前記第１の層と前記中間層は、前記第１及び第２の周縁部の外側に配置されている共通
の周縁部を備えている請求項１乃至４のいずれかに記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項６】
　前記容器は、フレキシブルな無孔材料で形成されたパウチである請求項１乃至５のいず
れかに記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項７】
　前記第１及び第２の周縁部の内側に配置されたストーマ口を形成する前記第１の層と前
記中間層との両方を通して延びる開口部を有する請求項１乃至６のいずれかに記載のオス
トミーパウチ組立体。
【請求項８】
　前記応力変位エレメントは、前記第１の周縁部である外周縁と内端縁とを有するほぼ環
状であり、前記容器結合領域の前記第２の周縁部は、前記第１の周縁部と前記結合層の内
周縁との間に配置されている請求項７に記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項９】
　前記容器の一部が、前記応力変位エレメントの内周縁の内側で前記中間層に結合されて
いる請求項８に記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項１０】
　前記応力変位エレメントは、結合材である請求項１乃至９のいずれかに記載のオストミ
ーパウチ組立体。
【請求項１１】
　前記応力変位エレメントは、ホットメルト熱可塑性物質である請求項１０に記載のオス
トミーパウチ組立体。
【請求項１２】
　前記応力変位エレメントは、プラスチック部材であって、前記中間層と前記容器とに接
着される請求項１乃至９のいずれかに記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項１３】
　前記応力変位エレメントは、前記中間層と前記容器とに結合されるための感圧接着剤が
塗布されたポリマーディスクである請求項１２に記載のオストミーパウチ組立体。
【請求項１４】
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　前記容器は、パウチであって、前記第１の層と中間層とを貫通して延びる開口部と整列
して前記ストーマ口の一部を形成する開口部が前記パウチ内に形成され、前記開口部は、
内端縁を形成し、前記パウチは、前記結合層の内周縁と前記容器内の開口部によって形成
された内端縁との間で前記中間層に直接結合されている請求項９乃至１３のいずれかに記
載のオストミーパウチ組立体。
【請求項１５】
　オストミーパウチ組立体の形成方法であって、
　人のストーマからの物質を受けるための容器と、人の皮膚に結合されるよう構成されて
いる外面と内面とを有する第１の層と前記第１の層の内面と前記容器との間に配置された
中間層と含み人の身体に前記容器を固定するための取付け板とを用意し、
　前記第１の周縁部を有する前記中間層と前記結合層との間の結合固定領域とともに前記
第１の層の反対側で前記中間層に圧力変位エレメントを結合し、
　前記中間層の反対側にある前記応力変位エレメントに前記容器の一部を結合して、前記
応力変位エレメントと前記容器の一部との間で前記第１の周縁部の内側に配置された第２
の周縁部を有する結合固定領域を形成することとから成る
オストミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項１６】
　前記応力変位エレメントは、熱可塑性材料から形成された結合層であり、前記結合層を
前記中間層に施す工程は、前記熱可塑性材料を溶かし、溶かされた熱可塑性材料を前記中
間層の表面に塗布して前記中間層に結合されて前記第１の周縁部を形成する周辺部を有す
る熱可塑性材料層を形成する請求項１５に記載のオストミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項１７】
　前記容器と前記結合層との間で最も外側の結合固定部によって形成された第２の周縁部
が第１の周縁部の内側になるように、前記容器は、熱溶接によって前記結合層に結合され
る請求項１６に記載のオストミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項１８】
　前記結合層は、ほぼ環状の形態で前記中間層に形成されている請求項１７に記載のオス
トミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項１９】
　前記環状の結合層は、内端縁と前記第１の周縁部である外周縁とを有し、前記第２の周
縁部が第１の周縁部と前記結合層の内周縁との間に配置されるように、前記パウチは、前
記結合層に結合されている請求項１８に記載のオストミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項２０】
　前記第１の層と前記中間層とを貫通して延びる開口部に整列した開口部が前記パウチ内
に形成されて前記ストーマ口の一部を形成し、前記開口部は、内端縁を形成し、前記パウ
チは、前記結合層の内周縁と前記パウチ内の開口部によって形成された内端縁との間の中
間層に直接熱溶接されている請求項１９に記載のオストミーパウチ組立体の形成方法。
【請求項２１】
　前記中間層に前記パウチを熱溶接する工程は、前記結合層に前記パウチを熱溶接する工
程と同じ熱溶接作業において同時に行われる請求項２０に記載のオストミーパウチ組立体
の形成方法。
【請求項２２】
　前記結合層を前記中間層に施した後、前記パウチを前記結合層に結合する工程より前に
前記結合層が固化せしめられる請求項１５乃至２１のいずれかに記載のオストミーパウチ
組立体の形成方法。
【請求項２３】
　前記第１の層と前記中間層は、ほぼディスク形を有し、前記第２の周縁部は前記第１の
周縁部の径方向の内側に配置されている請求項１乃至２２のいずれかに記載のオストミー
パウチ組立体又は該組立体の形成方法。
【請求項２４】
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　添付図面を参照して上記に説明され、及び／又は添付図面に示されたオストミーパウチ
組立体。
【請求項２５】
　添付図面を参照して上記に説明され、及び／又は添付図面に示されたオストミーパウチ
組立体の形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はオストミーパウチ（ストーマ袋）組立体に関し、特にオストミーパウチとオスト
ミーパウチ取付け板との結合を改良したオストミーパウチ組立体に関する。
【０００２】
オストミーパウチ（ストーマ袋）とは、結腸、回腸、泌尿器システムの如き患者の生体シ
ステムから排泄される排泄物を収集するための手段を提供する医療用人工装具である。オ
ストミーパウチは、身体のストーマがある位置又は開口部に取付けられて、身体の排泄物
は、この位置からパウチに受け止められる。
【背景技術】
【０００３】
オストミーパウチ組立体は、通常、収集パウチとこの収集パウチを患者或いは「オストメ
イト」の身体に取り付けるための取付部とから成っている。気密及び液密に密閉できるよ
う、収集パウチは、この取付部の板に取り付けられる。このような装置が機械的に患者に
取り付けられることは知られている。しかし、接着剤は、患者の身体と取付け板との密閉
をより効果的にするので、接着剤によって取付け板を患者の身体に接合することは、好ま
しい取付手段である。取付け板は、装置の使用者の皮膚に取り付けるために適した材料の
層を含むことができる。
【０００４】
ソフトな感触や患者の皮膚とのフレキシブルな結合を得るために、取付け板には発泡快適
層を含むのが好ましい。通常、この発泡層は、患者の皮膚に接着される親水コロイド層と
袋との間に位置される。凸状ドーム等の硬質プラスチック基板が取付け板に組み込まれて
いる場合には、発泡快適層は、このプラスチック部材に接着することができ、一方、プラ
スチック部材は、パウチに接着されている。しかし、平面的な発泡体が裏打ちされたディ
スクのようにこのような部材が含まれていない場合には、発泡体の中間層を直接オストミ
ーパウチのプラスチックフィルムに接着することは困難であることが判明した。直接接着
の場合に結合時の応力集中部が生じることは、特定の問題であり、発泡層が剥離したり裂
けたり、張力や剪断力が加わった場合に結合に失敗する。このような張力や剪断力は、例
えば、親水コロイドディスクの表面が使用者の身体に取り付けられて、パウチが引っ張ら
れたり動かされたりする際に生じる。パウチを熱接着等によって発泡層に直接接合する場
合に剥離がよく発生する。この種のダメージにより、パウチの完全密閉性が失われて排泄
物が漏れることになる。このようなことは、使用者にとって不便であり苦痛であるだけで
なく、感染症の発生源になる可能性もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
従って、上記の問題に対処して改善方法を提案するオストミーパウチ組立体を提供するこ
とが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明によると、本明細書に添付の特許請求の範囲に記載されたオストミーパウチ組立体
が提供される。また本発明によると、添付の特許請求の範囲に記載されたオストミーパウ
チ組立体を形成する方法も提供される。
【０００７】
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本発明の一つの実施形態では、人のストーマから物質を受けるための容器と、人の皮膚に
結合されるよう構成された外面と内面とを含む第１の層と前記第１の層の内面と前記容器
との間に配置された中間層とを含み前記容器を人の身体に固定するための取付け板と、前
記取付け板を前記容器に結合させるため前記中間層と容器との間に配置された応力変位又
は結合層とを備えたオストミーパウチ組立体が提供される。前記結合層と前記中間層との
間の結合固定領域は、第1の周縁部を有し、前記結合層と容器との間の結合固定領域は、
前記第１の周縁部の内側にある第２の周縁部を有する。容器は、フレキシブルな非多孔質
材料で形成された袋であることが好ましい。
【０００８】
結合層と容器との間の結合固定領域の外周端を、結合層と中間層との間の結合固定領域の
周縁部の内側に配置することにより、結合層とパウチとを離すように作用する応力が、結
合層と支持層との間の結合領域の外周縁の内側に離れて作用する。このようにして、この
応力が結合層と中間発泡体支持層との接触端から離れて内側に動かされ、支持層の表面が
破ける虞が著しく軽減する。
【０００９】
第１の層は、人の皮膚に貼り付けられるよう構成された親水コロイド層の如き皮膚接触層
であることが好ましく、中間層又は支持層は、発泡体材料である。中間層は、第１の層に
直接接着されることが好ましい。
【００１０】
第１の層と中間層は、平面的な部材であることが好ましい。これらの層は、第１及び第２
の周縁部の外側に配置された共通の周縁部から成っていてもよい。
【００１１】
ストーマ口を定める第１の層と中間層との両方を通して開口部が延びることが好ましく、
ストーマ口は、第１の周縁部と第２の周縁部との両方の内側に配置される。
【００１２】
結合層は、内縁と外周縁とを有するほぼ環状であることが好ましい。外周縁は、結合領域
の第１の周縁部を定める。結合領域の第２の周縁部は、結合層の第１の周縁部と内周端と
の間に配置されている。取付け板の材料の使用量を最小限に抑えつつ、また取付け板の最
大限の柔軟性を維持しつつ、結合層の環状の形態は、ストーマ口の周囲を完全に密閉する
。さもないと、より剛性の熱可塑性の結合層がストーマ口に近い位置に半径方向の内向き
に延びた場合、取付け板の柔軟性が制限されることになる。
【００１３】
パウチの一部は、結合層の内周縁の内側で中間層に結合されることが好ましい。このよう
にすると、ストーマ口と結合層との間の領域で容器と中間層との間のストーマから排泄物
が脱出することが防止され、パウチと取付け板との間の密閉をより有効的にする。結合層
とパウチとの間の結合領域で、直接剥離する力や裂ける力を受け、例えば、熱溶接は、結
合層の内側の領域でパウチを中間層に固着するのに十分である。
【００１４】
開口部がパウチ内に形成され、パウチは、第１の層と中間層とを貫通して延びるこの開口
部に整列していてストーマ口の一部を形成している。この開口部は、内縁を有し、パウチ
は、結合層の内周縁とパウチ内の開口部によって形成された内縁との間で中間層に直接結
合されている。
【００１５】
本発明の他の態様では、
人のストーマからの排泄物を受けるための容器と、人の皮膚に結合されるよう構成された
外面と内面とを有する第１の層と前記第１の層の内面と前記容器との間に配置された中間
層とを含み前記容器を人の身体に固定するための取付け板とを用意し、
       第１の層の反対側の中間層に結合層を貼付けて、第１の周縁部を有して前記結合
層と中間層との間に結合固定領域を形成し、
       前記中間層の反対側で前記結合層に容器を結合して、第１の周縁部の内側に配置
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された第２の周縁部を有して結合層と容器との間に結合固定領域を形成する
オストミーパウチ組立体を形成する方法が提供される。
【００１６】
結合層は、熱可塑性材料から形成されることが好ましく、結合層を中間層に貼り付ける工
程には、熱可塑性材料を溶かして、溶かした熱可塑性材料を中間層の表面に塗布して、中
間層に結合されて前記の第１の周縁部を形成する周辺を有する熱可塑性層を形成すること
が含まれる。
【００１７】
容器と結合層との間の最外部の結合固定部によって形成された第２の周縁部が第１の周縁
部の内側になるように、容器は、熱溶接によって結合層に結合されることが好ましい。
【００１８】
結合層は、ほぼ環状の形態で中間層上に形成されることが好ましい。
【００１９】
結合層は、内端縁と外周縁とを有し、この外周縁が第１の周縁部であることが好ましい。
第２の周縁部が第１の周縁部と結合層の内周縁との間に配置されるように、パウチは、結
合層に結合される。
【００２０】
パウチ内に開口部が形成され、パウチは、第１の層と中間層とを貫通して延びる開口部と
整列して、ストーマ口の一部を形成する。また、この開口部は、内端縁を有し、パウチは
、直接結合層の内周縁とパウチ内で開口部によって形成された内縁との間で中間層に熱溶
接される。
【００２１】
中間層にパウチを熱溶接する工程は、同じ熱溶接作業で結合層にパウチを熱溶接するのと
同時に行われることが好ましく、それにより製造プロセスの効率が改善される。
【００２２】
第１の層と中間層とは、ほぼディスク状に形成されて、第２の周縁部は、第１の周縁部の
径方向の内側に配置されることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
本発明を以下の図面を参照して例として説明する。
【図１】図１は、本発明の一つの実施形態によるオストミーパウチを示す。
【図２】図２は、図１のオストミーパウチの平面図及び断面図を示し、これらの図の層の
端縁の整列状態が破線で示されている。
【図３】図３は、図２の平面図及び断面図を示すが、これらの図の結合層と中間支持層と
の間の結合領域の外端縁の整列状態が破線で示されている。
【図４】図４は、結合固定領域の周辺境界部を示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
図１を参照すると、オストミーパウチ組立体１は、パウチ２とオストミーパウチの取付け
板４とを含む。パウチ２は、好ましくは、医療用プラスチックフィルムである２枚の可撓
性プラスチック材料から形成され、これら２枚のプラスチック材料は、その周縁部３の周
りで結合されて密封容器を形成している。この容器に被せて使用時に人目に付かないよう
にするために、二重層の布カバー（図示せず）を設けることができる。
【００２５】
パウチ２は、患者のストーマからの排泄物を受けるための容器を提供する。使用時に機能
するために、パウチは、ストーマに対して固定されて保持されなければならず、パウチか
ら排泄物が漏れるのを防ぐよう密閉されなければならない。取付け板４は、患者の身体に
パウチ２を取り付けるために備えられている。この取付け板４は、パウチ２に形成された
相応する開口部に整列する開口部６を含み、患者のストーマを受けるためのストーマ口を
形成している。使用者がストーマの大きさに合わせて開口部６の大きさを増加させるため
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に取付け板４を切断できるように、取付け板４は、同心円状のガイドライン８を備えてい
る。
【００２６】
図２のＡ－Ａ線の断面図とともに取付け板４の平面図を示している図２の実施形態におい
て、取付け板４は、使用時に患者の身体に向けて外向きに面し、患者の皮膚に係合して結
合するよう構成された第１の外側接触層１０を備えている。図２以降の図面においては、
種々の層の厚さは、例示の目的のために誇張されていることに留意すべきである。第１の
外側接触層１０は、患者の皮膚に取付け板４を固定するための接着剤を有する外面を備え
た親水コロイド材料から形成されている。このフィルムは、オストミーパウチの使用前に
親水コロイド材料から剥離される剥離層（図示せず）が備えられている。
【００２７】
取付け板４は、また、接触層１０とパウチ２との間で接触層の皮膚接触接着剤とは反対側
に配置された第２の中間支持層１２を含み、この中間層１２は、使用時に患者の身体から
離れた方向で第1の接触層の内側にある。この支持層(支持基体)１２は、発泡ポリエチレ
ンの如き独立気泡フォームから形成されていて、接触層１０を支持するとともに、利用者
の不快感を最小限にするために支持層にクッション効果をもたらす。支持層１２と接触層
１０は両方ともほぼディスク形であって、図示の実施形態では、平坦な半楕円形を有して
いる。他の実施形態では、支持層１２と接触層１０とは、他の適当な形状とすることがで
きる。接触層１０と支持層１２とは、同一の大きさ及び形状であることが好ましく、それ
らの外端縁で互いに接着されている。開口部６は、接触層１０と支持層１２との両方を貫
通してこれらの層の径方向の内端縁によって形成されている。
【００２８】
パウチ２は、取付け板４の開口部６と整列してストーマ口の一部を形成する開口部１４を
含んでいる。二つの同じ大きさの開口部を正確に位置合わせする必要なく、パウチ２を一
層容易に取付け板４に整列することができるように、開口部１４は開口部６よりも大きな
直径を有していてもよい。適切に機能するためには、ストーマから排泄物が漏れるのを防
ぐために、パウチと取付け板との間が密閉されるように、パウチは、取付け板に対して固
定されなければならない。幾つかの試みでは、中間支持層１２に直接パウチ２を熱溶接す
ることを試みたが、この直接熱溶接では、パウチ２及び取付け板４を反対方向に引っ張っ
て張力や剪断力が加えられると、支持層１２の発泡材料が裂ける結果になったと分かった
。特に、パウチ２と支持層１２との間の結合部分の周囲に、二つの面の間の結合と密閉の
欠陥を生ずることになる支持層及び／又はパウチの裂けを引き起こす応力の上昇を導く力
がパウチ２と支持層１２との間の結合の周縁部に集中することが分かった。
【００２９】
パウチ２と取付け板４との間には結合層１６の形態の中間応力変位エレメントが設けられ
ている。この結合層１６は、環状プラスチック層であり、この環状プラスチック層は、ス
トーマ口にほぼ同芯状に配列されており、ストーマ口よりも大きく、ストーマ口が切断さ
れる最大許容ガイド径よりも大きく、取付け板４の直径よりも小さい直径を有していて、
取付け板の外周縁の内側でストーマ口を形成する内周縁の外側に配置されるようにしてい
る。結合層１６は、連続した途切れのないリング形である。
【００３０】
結合層１６は、ホットメルト熱可塑性物質の環状層を発泡支持層１２の表面に施して形成
されたものである。支持層１２の発泡体表面に熱可塑性結合層１６をホットメルトにより
施すと、結合層１６が支持層１２に接着される。次いで、結合層１６は冷却して固化せし
められ、固体のフレキシブルな形態に硬化する。形成時の環状の結合層１６は、ほぼ平坦
な上面１８と、直径Bを定める外周縁２０と、内周縁２２とを有する。結合層１６と支持
層１２との間で内周縁２２から外周縁２０に延びて環状結合領域を形成する下面全体を横
切って結合層１６が支持層１２に結合されている。
【００３１】
結合層１６が硬化すると、開口部１４を有しパウチ２の２つのプラスチックフィルム２４
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のうちの第１のフィルム２４が結合層１６と支持層１２とに係合されて、開口部１４が開
口部６に整列される。この工程は、第１のフィルム２４が第２のフィルムに結合されてパ
ウチ２を形成する前に行われる。このようにして、特許請求の範囲でパウチやパウチの一
部に結合層を結合することについての記載は、完全に組み立てられたパウチか、第１のフ
ィルムが第２のフィルムに全体的か部分的に固定される前か後に、パウチの一部を形成す
るプラスチックフィルムの如きパウチの一部を意味する。フィルム２４は、その後結合層
及び支持層１２の両方に一度の作業によって同時に熱溶接される。
【００３２】
パウチ２のフィルム２４は、直径Ｃを有する環状結合領域内にある結合層１６に結合され
る。図３に示すように、直径Ｃは、結合層１６の直径Ｂよりも小さい。図４に示すように
、フィルム２４と結合層１６との間の結合固定領域の外周縁２６は、結合領域１６の外周
縁２０より径方向の内側に間隔Ｄのところに配置されている。結合層１６の内端縁２２の
径方向の内側にすると、フィルム２４は、結合層１６の内端縁２２と開口部１４を形成す
るフィルム２４の内端縁との間で支持層１２に直接熱溶接される。このようにして、パウ
チ２を取付け板４から引き離す張力が加えられると、結合層１６とパウチ２とを離すよう
に作用する力は、結合層１６と支持層１２との間の結合領域の外周縁の内側方向に距離Ｄ
において作用する。このようにして、応力は、結合層１６と発泡支持層１２との間でこの
端縁接触部分から離れて内側方向に移動される。従って、この応力は、結合層１６の外端
縁２０と支持層１２との間の結合交差部で応力が高くなる位置ではなく、結合領域全体を
通して結合層１６の基部に亘って支持層１２に一層均一に分配される。このようにして、
支持層１２の表面が裂けてしまう恐れはかなり少なくなり、取付け板４とパウチ２との間
の結合固定と密閉とがかなり向上する。取付け板４からパウチ２を引っ張る力は、必ずし
も、直接の又は垂直な力である必要はないが、そのかわりに間接の又は剪断の力であって
もよい。
【００３３】
上記の方法によって付与された層間の引き裂き又は剥離に対する抵抗は、層の分離を有利
に防止し、これによってパウチから排泄物が漏れるのを回避し、その後起こり得るユーザ
ーにとっての不便さを防ぐことができる。
【００３４】
更なる実施形態では、上記し図示した特定の構成に種々の改変をすることができることが
理解されること思う。例えば、他の実施形態では、皮膚接触層は親水コロイド以外の材料
から作ることができる。更に、２層の取付け板による装置を記載したが、他の実施形態で
は、フレキシブルで、堅固で、平坦な及び／又はドーム状の任意の数の層を有する取付け
板による装置を提供することもできる。結合層は、ストーマ口の外側に配置された内端縁
を有する半径方向の厚さが制限された環状層であることが好ましいが、他の実施形態では
、どのパウチも支持板に熱接着したり他の方法で結合することなく、結合層は、ストーマ
口まで全体的に延びていてもよい。更に、「結合層」という用語は、限定的ではなく、パ
ウチと取付け板との間で両方のエレメントに結合された任意の層であると広く解釈される
べきである。結合層自体は、結合材である必要はない。むしろ、結合層は、固体エレメン
トであって、この結合エレメントとパウチ及び／又は支持層との間の結合は、別の接着剤
及び／又は他の適当な手段によって行われてもよい。更に、応力変位エレメントは、ホッ
トメルト材料から形成されることが好ましいが、例えば、コンタクト接着剤の適当な手段
によって中間層に接着される固体のプラスチックリングの如き予め成形されたエレメント
に代えてもよい。また、結合層は、環状ディスクとして記載したが、この結合層は、任意
の適当な形状及び構成であってもよく、環状に限定されないことも理解されるであろう。
【００３５】
更に、本発明は、オストミーパウチに使用する目的で記載したが、本発明は、他の用途に
おいて、他の表面や材料を結合してストレスを弱めることによりダメージを軽減するのに
利用してもよいことが考えられる。従って、本発明は、一つの実施形態において、第１の
材料層と、第２の材料層と、第１の材料層と第２の材料層との間に配置されてそれらの層
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の両方に結合された応力変位エレメントとを備えることが考えられる。応力変位エレメン
トと第１の層との間の結合固定領域は、第１の周縁部を有し、応力変位エレメントと第２
の層との間の結合固定領域は、第１の周縁部の内側に配置された第２の周縁部を有する。
このようにして、上記の本発明のすべての態様と形成方法とは、上記のオストミーパウチ
における利用に限定されることはなく、個別に、又は上記の実施形態に沿った任意の組み
合わせで適用されてもよい。
【００３６】
上記の明細書において特に重要であると考えられる発明の特徴に注目するよう努めたが、
本明細書に記載し、及び／又は図示されたいずれの特許性ある特徴又は特徴の組み合わせ
に関し、それらが特に重要視されたかどうかにかかわらず、出願人は、保護を請求するこ
とを理解すべきである。

【図１】 【図２】
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